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 建 設 委 員 会 資 料

 令和５年９月20日

 下 水 道 整 備 課

 

 

７月豪雨の被害検証と浸水対策の検討について 

 

１　７月豪雨の状況 

　　今回の豪雨は、内水氾濫と外水氾濫(図１)が複合的、多発的に発生し、家屋

　等の浸水被害が広範囲にわたったと推測している。こうした水害に対しては、

　流域全体を俯瞰し、河川や排水施設を管理する関係者が協働して取り組む総合

　的な治水対策「流域治水」を推進することが有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：内水氾濫と外水氾濫 (出典：気象庁HP) 

 

２　被害検証への取組 

　　７月豪雨をはじめとした激甚化・頻発化する水害を軽減させるため、「流域

　治水」の計画的な推進を目的に、「雄物川圏域流域治水協議会」の枠組みを活

　用した、「雄物川圏域流域治水協議会・下流圏域分科会」を令和５年８月30日

　に設立(図２)、地形、気象データや被害状況などを用いた詳細な解析により、

　被害発生の要因について検証を行うこととした。 

 

  　　　　　　　　　　　　　※ 下流圏域分科会の構成（図２）は裏面参照
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図２：下流圏域分科会の構成 
 

３　今後の予定 

　　今後は、作業部会において検証および検討を行い、中長期的なハード対策や

　短期に実施可能なソフト対策などを含む、総合的な治水対策「流域治水対策プ

 　ロジェクト」を年内を目途に策定・公表する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 ・浸水被害状況の共有

8月30日 ・各委員による意見交換

【浸水状況の再現・検証①】

・各種データの収集

・浸水シミュレーションによる再現・検証

・総合的な治水対策の提案

【浸水状況の再現・検証②】

・浸水シミュレーションによる効果検証

【総合的な治水対策の検討】

・治水対策の事業量整理

【流域治水対策プロジェクトの策定と公表】

９～11月

第１回
下流圏域分科会

第２回
下流圏域分科会

　河川に関する対策、流域に関する対策、避難・水防等に関する
対策を含む「流域治水対策プロジェクト」を策定、公表する。

　地盤高、気象データ、河川水位、既存排水施設、浸水痕跡、
被害状況、各種カメラ画像など

　上記のデータを用いて７月豪雨の浸水状況を再現し、被害発
生の要因について解析と検証を行う。

　検証結果を踏まえ、河川・下水道・農林など、各事業におい
て浸水被害の軽減に有効な対策を提案する。

　再現した７月豪雨に対して、提案した治水対策を実施した場
合の浸水状況を解析し、対策の効果を検証する。

　実施が効果的と判断した各事業ごとの対策について、概算事
業費や事業期間を算出する。

12月末

作業部会

新規設立
雄物川圏域流域治水協議会
　(R2.9設立)
　対象水系　雄物川水系
　　　　　　　　 馬場目川水系
　参加自治体
　　圏域内15市町村、県、国

作業部会
(雄物川水系)

作業部会
(馬場目川水系)

作業部会(雄物川水系下流域)
　（部会員19名）
　　秋田市　防災安全対策課長、道路建設課長、下水道整備課長
　　国 ・ 県　関係課所室長

作業部会(馬場目川水系)

下流圏域分科会(R5.8設立)　対象水系：雄物川水系下流域、馬場目川水系
　(分科会委員17名)
　　市町村　秋田市長、男鹿市長、潟上市長、三種町長、五城目町長、
　　　　　　　　八郎潟町長、井川町長、大潟村長
　　秋田県　総務部危機管理監、農林水産部長、建設部長
　　国関連　国土交通省秋田河川国道事務所長、農林水産省西奥羽土地改良調査
　　　　　　　　管理事務所長､林野庁秋田森林管理署長、米代西部森林管理署長、
　　　　　　　　気象庁秋田地方気象台長、
　　　　　　　　森林研究・整備機構森林整備センター東北北海道整備局長
　(学識経験者　１名)
　　　　　　　　秋田大学　松冨英夫名誉教授


